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【背 景】 

 我が国は、平成 18 年に観光立国推進基本法を制定し、

魅力ある観光地づくりと国際・国内観光の振興 を推進

し、観光立国の実現を目指している。スポーツツーリ

ズム（スポーツと観光の融合）は有効な観光資源のひ

とつである。その代表として東京マラソンがある。マ

ラソン経験の有無に関わらず抽選で当選すれば参加可

能な都市型マラソンであり、年々参加申込者数が増え

続け、海外からの参加者も増えている。 

 著者はアスレチックトレーナーで組織する某 NPO

法人（以下：「某 NPO 法人」）の会員として東京マラソ

ン 2018 における「ボディケア」のボランティアスタッ

フとして参加し、海外からの参加者のケアを担当した。

英語圏以外のランナーにも対応した際に、口頭および、

予め用意した「日本語・中国語・英語を併記したペー

パー」（文字）によるコミュニケーションができず、「身

振り・手振り」により行った。著者以外でも同様の対

応が見られた。 

 そこで、「ボディケア」を実施するにあたり、ランナ

ーをケアする上で必要な問診・リスクファクターの把

握・徒手検査等、さらにランナーとの信頼関係構築の

方法としての「会話」は重要であり（写真 1）、専門の

通訳者不在のためその方法を模索する必要があった。 

 東京マラソン 2019 では、近年普及している音声自動

翻訳機を使用する機会があり、その有用性と問題点を

検討する機会を得たので報告する。 

 

【方 法】 

 対象者は東京マラソン 2019 参加ランナーのうち、某

NPO 法人が提供するボディケアを利用し、日本語の会

話ができない利用者を対象とし、その唯一該当したの

は、ベラルーシからの旅行者（24 歳、男性、完走者）

で、日常はロシア語を使用し、かつ英会話が可能であ

った。   

 使用機器は、ソースネクスト社製音声自動翻訳機「ポ

ケトーク」（以下「翻訳機」）であり、音声入力後に文字

と音声で翻訳されるため「視覚及び聴覚」で理解でき

る機能がある。 

 翻訳機の設定は「日本語とロシア語」を設定し、「ケ

アの待ち時間・ケア中・ケア終了後」までを翻訳機を

使用して会話した(写真 1、2、3)。 

 有用性の評価は著者およびランナーにより 5 段階評

価を行ない、その他気づいたことを明らかにした。 
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【結果と考察】 

 翻訳機の精度としての有用性は両者ともに最高の評

価であったが、本件の使用状況は、受付からボディケ

ア終了後の全体を通しての評価であり、以下の問題点

が明らかになった。 

（1）日常会話での問題 

 日本語での日常会話は、口語調において文法が多少

おかしくなっても日本人同士ではほぼ意味が通用する

が、翻訳機においては文法を考えて音声を入力しない

と、真意と異なった翻訳になった。 

（2）口癖および滑舌の問題 

 会話の中で口癖がある場合、意味のない言語を発す

る場合がある。著者は、話始めによく「はい」と言う癖

がある。「はい、痛みはありますか」が翻訳機では、「肺

痛みありますか」に翻訳された（写真 4）。 

しかし、翻訳機は発した言語が文字で表示されること

から間違いに気づくことが容易で、発言を即座に訂正

することができた。 

（3）ボディケア実施に要する時間の問題 

 本件のようなスポーツ現場におけるボディケアの場

面において柔道整復師でもあるアスレチックトレーナ

ーは、問診・検査とケアを同時進行することがあり、

翻訳機は音声入力時にボタンを押さなければならない

ため両手が使えなくなる。そのため翻訳機への音声入

力時間と翻訳までの時間が加わるため 1 人あたりのボ

ディケアに要する時間が長くなった。    

 著者の様子を見ていた他のアスレチックトレーナー

も「翻訳機操作の人員」がいないとケアに時間を要す

ると指摘していた。 

 

【おわりに】 

 柔道整復師向けの英会話や医学英語の書籍が出版さ

れているが他言語には対応できない。特に救護等外傷

への対応では、インフォームドコンセントを行わずし

て医学的処置はあり得ないと考えられ「身振り・手振

り」、「雰囲気」では正確な「見立て」や「施術の同意」

が不可能であるため、言語によるコミュニケーション

は重要である。 

 音声自動翻訳機を使用したコミュニケーションとボ

ディケアの 1 例について検討した結果、リスクファク

ターの抽出やランナーの要望を聞き、ケアの説明、ケ

アへの同意、世間話による「おもてなし」をする上で

コミュニケーションが可能であったことから音声自動

翻訳機が有用であることが示唆された。使用頻度が増

えると術者も慣れ、医療現場、スポーツ現場で十分通

用すると考えられた。 

 翻訳機の供給量が増えると価格も抑えられ、医療現

場、スポーツ現場に普及されると考えられる。 

（受理 2020 年 9月 3日） 

 

写真 3 翻訳機使用理由の説明 写真 4 口癖が誤訳された 

写真 1 はじめの挨拶 写真 2  身分の説明 

※ 話し手の言語側に「吹き出し」で文字が表示される 


